
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月以降も半年間、実証実験を延長します 

 昨年１２月２１日に（社）自治研究センターの理事会が開かれ、これまでの研究結果の報告

をして、４月から半年間の集荷実証実験の延長を認めていただきました。 

 春以降の出荷にむけて、植え付けなどの準備をしている方、どうぞご安心ください。 

◆集荷サービス利用状況（１０～１２月）◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月から始まった集荷サービスの利用状況（出荷者数と出荷品数）をグラフにしました。 

最初は湊川地区だけでしたが、１１月から馬荷地区が加わり、出荷者・出荷品が次第に増え

ています。１２月に入って少し落ち着いてきたようですが、おおよそ１５人で６０品くらいが

安定して出荷されています。 

Ｔさんによると、｢品物が多い日にはトラックが満杯になる｣ようで、みなさんが活用してく

れることを、Ｔさんをはじめ、研究員もみな喜んでいるところです。 

これからも、出荷サービスをどんどん利用してくださいね！ 

 

 

 

 

昨年１２月１日(土)・２日(日)に、一緒に研究

をしている高知大学鈴木ゼミの教授と学生たち、

黒潮町の研究員ࠊ高知県自治研究センター職員で、

小川・湊川・馬荷・御坊畑の集出荷実験参加者を

訪問し、アンケート調査を行いました。 

 集荷実験を始めてから、出荷を行った方、そう

でない方、両方から聞き取りし、率直なご意見や

感想・要望など、参考となるお話をたくさん聞く

ことができました。 

 お忙しい中、どなたも快くご協力いただきまして、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２日(日)の朝は、馬荷地区の集荷にも同行しました。まだ夜が明ける前からの集荷は大変で

すが、たくさんの品物が出されていると、とってもうれしく、励みになります！ 

 

 

 

 

 

 

 

★次回のアンケートは３月の予定です。またのご協力をよろしくお願いします★ 
 

 

 

 

 

 

2008（平成 20）年 1 月 11 日  （社）高知県自治研究センター 黒潮町研究員 

 黒潮ニュース 
 

ご意見・お問合せはこちら 
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高知大生と研究員一同 
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